
（１）第★号　★★年★月★日（★）定価　１部15円（月１回毎月１日発行）	 全　国　協　議　会　ニ　ュ　ー　ス	 平成６年６月17日第三種郵便物認可

郵便振替口座
00150-4-15754
銀行口座

三井住友銀行 新宿通支店
普通 5666655

http://www.marrow.or.jp/
E-mail:office@marrow.or.jp

発行所
特定非営利活動法人
全国骨髄バンク　　　
　　　推進連絡協議会
〒１６０-０００５  東京都
新宿区愛住町２３-１
Ｗｏｏｄｙ２１-９階

ＴＥＬ.（03）3356‒8217
ＦＡＸ.（03）3356‒8637
発行責任者：中野勝博

全
国
協
議
会

ニ
ュ
ー
ス

髄
バ
ン
ク
が
20
年
を
迎
え
た
今
、
全

国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
志
が
一
致
団

結
す
る
必
要
性
が
出
て
き
た
と
個
人

的
に
感
じ
ま
し
た
。�

（
森
脇
）

　

去
る
１
月
22
日
〜
２
月
５
日
、
ス

ワ
ン
カ
フ
ェ
銀
座
店（
東
京
）で「
あ

や
ち
ゃ
ん
の
贈
り
物
展
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
は
、

社
会
貢
献
事
業
と
し
て
障
害
者
に
働

く
場
を
提
供
す
る
た
め
に
株
式
会
社

ス
ワ
ン
を
設
立
し
、
全
国
で
カ
フ
ェ

や
ベ
ー
カ
リ
ー
店
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

一
部
店
舗
で
新
進
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

向
け
に
無
料
で
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
、

写
真
や
絵
画
な
ど
の
展
示
を
し
て
い

る
こ
と
を
、
あ
や
ち
ゃ
ん
の
絵
の
搬

送
に
つ
い
て
相
談
を
し
た
関
連
会
社

の
方
に
ご
紹
介
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
故
人
の
作
品
展

は
開
催
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
当
協
議
会
の
活
動
趣
旨
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
今
回
の
展
示
会
が
実

現
し
ま
し
た
。

　

素
敵
な
笑
顔
で
気
持
ち
よ
く
働
く

従
業
員
さ
ん
達
に
見
守
ら
れ
、
お
店

の
柔
ら
か
な
雰
囲
気
に
も
と
け
込
ん

だ
あ
や
ち
ゃ
ん
の
絵
は
、
い
つ
も
に

も
増
し
て
優
し
く
そ
し
て
輝
い
て
見

え
ま
し
た
。
き
っ
と
銀
座
で
忙
し
く

働
く
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
み
な
さ
ん
の

心
を
和
ま
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
の
事
前
告
知
を
始
め
、
カ
フ
ェ
の

従
業
員
の
皆
様
に
も
お
世
話
に
な
り
、

本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

　

月
々
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
関
連
の

デ
ー
タ
は
、
翌
月
5
日
頃
に
中
央

骨
髄
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
詳
細
な
速
報
値
が
掲
載
さ

れ
、
そ
の
一
週
間
後
に
は
、
体
裁

を
変
え
た
も
の
が
骨
髄
移
植
推
進
財

団
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
お
よ
び
紙
版
の

マ
ン
ス
リ
ー
Ｊ
Ｍ
Ｄ
Ｐ
で
公
表
さ
れ

ま
す
。
骨
髄
バ
ン
ク
関
係
者
、
と
り

わ
け
各
地
で
様
々
な
普
及
啓
発
活
動

や
、
献
血
併
行
登
録
会
の
お
手
伝
い

等
に
奔
走
さ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
中
に
は
、
最
新
デ
ー
タ
の

発
表
を
、
期
待
と
不
安
を
抱
き
な
が

ら
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
る
方
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。「
ド
ナ
ー
が
増
え

た
」「
増
え
な
か
っ
た
」
で
一
喜
一

憂
す
る
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
観
点
か
ら
は
意
味

の
あ
る
こ
と
で
す
が
、
骨
髄
バ
ン
ク

事
業
、
さ
ら
に
は
造
血
細
胞
バ
ン
ク

事
業
と
い
っ
た
大
局
的
な
観
点
か
ら

は
、
そ
れ
ら
の
数
字
が
内
包
す
る
意

味
を
、
し
っ
か
り
と
把
握
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

直
近
の
10
年
間
に
つ
い
て
み
る
と
、

ド
ナ
ー
登
録
者
の
増
加
数
は
、
新
規

で
は
年
間
3
万
3
千
人
程
度
、
登
録

抹
消
数
を
差
し
引
い
た
現
在
数
と
し

て
は
、
年
間
2
万
4
千
人
程
度
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
年
間
増
加
数
の
最

大
ピ
ー
ク
は
平
成
17
年
か
ら
18
年
に

か
け
て
で
、
そ
の
後
、
対
前
年
比
で

は
、
新
規
に
つ
い
て
は
や
や
減
少
傾

向
、
現
在
数
に
つ
い
て
は
大
幅
な
減

少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

新
規
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
は
一
定
数

確
保
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
登
録
抹

消
数
の
増
加
が
著
し
い
こ
と
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
お
そ
ら
く
、
事
業
開

始
か
ら
ほ
ぼ
20
年
が
経
過
し
、
平
成

17
年
に
登
録
年
齢
上
限
拡
大
と
と
も

に
「
定
年
」
延
長
と
い
う
シ
ス
テ
ム

改
変
が
行
わ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

登
録
を
「
卒
業
」
す
る
方
が
増
え
続

け
て
い
る
以
上
、
仕
方
の
無
い
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
例
え
ば
平
成
22
年
の

一
年
間
に
つ
い
て
み
る
と
、
全
体
で

は
月
平
均
1
千
9
百
人
の
増
加
が

あ
っ
た
の
で
す
が
、
都
道
府
県
別
に

数
値
を
眺
め
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は

大
き
な
格
差
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
い

わ
ゆ
る
沖
縄
方
式
を
編
み
出
し
、
人

口
比
で
驚
異
的
な
登
録
者
数
を
誇
る

沖
縄
県
や
、
献
血
ル
ー
ム
へ
の
説
明

員
配
置
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
半
年

ほ
ど
で
爆
発
的
な
登
録
者
増
を
実
現

し
た
埼
玉
県
な
ど
、
右
肩
上
が
り
の

地
域
が
あ
る
一
方
で
、
現
状
維
持
が

や
っ
と
と
い
う
地
域
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、
月
毎
の
登
録

抹
消
数
が
新
規
登
録
数
を
上
回
り
続

け
、
ド
ナ
ー
登
録
者
現
在
数
が
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
県
も
あ
る

の
で
す
。
一
見
順
調
に
推
移
し
て
い

る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
な
ド

ナ
ー
登
録
状
況
で
す
が
、
都
道
府
県

格
差
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
大
き

な
不
安
材
料
と
言
え
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ド
ナ
ー
登
録
の
現
状

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
ま
ず
は
沖
縄
の
状
況
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。�

（
編
集
部
）

高
い
ド
ナ
ー
登
録
事
情
と

将
来
を
見
す
え
て

�

沖
縄
の
会
・
上
江
洲
代
表
に
聞
く

　

献
血
並
行
型
の
骨
髄
バ
ン
ク
ド

ナ
ー
登
録
会
は
１
９
９
６
年
に
沖
縄

で
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
日
運
行
さ

れ
る
献
血
バ
ス
に
よ
る
献
血
会
場
で

骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登
録
を
受

け
付
け
る
方
式
で
す
。
こ
の
沖
縄
方

式
が
公
的
に
認
め
ら
れ
、
２
０
０
０

年
７
月
か
ら
は
全
国
で
も
導
入
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

ド
ナ
ー
登
録
者
数
が
大
き
く
伸
び
た

こ
と
は
、
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

知
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
発
祥
の
地
で

も
あ
る
沖
縄
県
は
、
人
口
比
で
の
ド

ナ
ー
登
録
者
数
は
断
然
の
全
国
第
１

位
で
、
全
国
平
均
の
４
倍
近
く
に
も

な
り
ま
す
。
沖
縄
県
骨
髄
バ
ン
ク
を

支
援
す
る
会
の
代
表
・
上
江
洲
富
夫

さ
ん
に
沖
縄
の
近
況
と
こ
れ
か
ら
の

課
題
に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

「
献
血
並
行
登
録
会
が
有
効
で
あ
る

こ
と
は
み
な
さ
ん
ご
存
じ
だ
と
思
い

ま
す
。
で
も
最
初
は
大
変
で
し
た
。

毎
日
運
行
さ
れ
る
献
血
バ
ス
で
す
が
、

骨
髄
バ
ン
ク
の
説
明
員
ま
で
は
献
血

バ
ス
に
は
乗
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
確
保
す
る

の
が
大
変
で
、
数
年
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
疲
れ
果
て
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

何
と
か
気
力
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
国
の
緊
急
雇
用
対
策
の
補
助

金
（
３
年
間
）
で
人
材
を
雇
い
一
息

つ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
補
助
金
も

来
年
で
終
わ
り
で
す
。
私
は
こ
の
仕

事
は
日
赤
血
液
セ
ン
タ
ー
が
仕
事
の

一
環
と
し
て
携
わ
る
こ
と
が
一
番
い

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
中
心
で
続
け
る
の
は
負
担

が
大
き
く
無
理
で
し
ょ
う
」

　

献
血
並
行
の
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
を
位
置
づ
け
る
に
は
、
き
ち
ん

と
し
た
形
で
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
整
備

を
す
る
た
め
に
も
、
骨
髄
バ
ン
ク
事

業
の
法
制
化
な
ど
は
不
可
欠
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
骨
髄
バ
ン

ク
発
足
か
ら
20
年
、
事
業
の
大
き
な

枠
組
み
を
も
見
直
す
時
期
が
来
て
い

る
よ
う
で
す
。�

（
野
村
）

　

２
０
１
１
年
の
全
国
骨
髄
バ
ン
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会
は
、「
育
む
い

の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
骨
髄
バ
ン
ク
へ

の
理
解
と
と
も
に
、
い
の
ち
の
輪
が

広
が
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
準
備
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
開
催

に
向
け
て
は
、
岐
阜
経
済
大
学
Ｈ
Ｉ

Ｇ
E
☆
Ｂ
Ｕ
、
岐
阜
経
済
大
学
マ
イ

ス
タ
ー
倶
楽
部
、
岐
阜
市
民
病
院
の

患
者
支
援
組
織
ま
る
っ
け
会
、
東
ち

づ
る
著
「
マ
リ
ア
ン
ナ
と
パ
ル
ー

シ
ャ
」
の
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
Ｗ

ｉ
ｎ
ｇ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ト
ミ
ッ
ク

　

昨
年
、本
紙
４
月
号
（
２
１
４
号
）

で
、
厚
生
労
働
省
「
医
療
上
必
要
性

の
高
い
未
承
認
薬
・
適
応
外
薬
検
討

会
議
」
に
日
本
造
血
細
胞
移
植
学
会

か
ら
申
請
が
あ
っ
た
合
併
症
治
療
薬

へ
の
迅
速
な
対
応
を
願
っ
て
、
厚
生

労
働
大
臣
宛
て
に
保
険
適
応
早
期
承

認
の
要
望
を
行
っ
た
旨
、
ご
紹
介
を

い
た
し
ま
し
た
が
、
最
近
、
こ
れ
ら

の
薬
剤
に
つ
い
て
の
検
討
に
進
展
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
月
30
日
開
催
の
厚
生
労
働
科
学

研
究
「
７
研
究
班
合
同
公
開
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
に
お
い
て
、「
治
療
関
連

合
併
症
を
減
少
さ
せ
て
同
種
造
血
幹

細
胞
移
植
後
の
生
存
率
の
向
上
を
目

指
す
標
準
的
治
療
法
の
開
発
研
究
」

班
代
表
福
田
隆
浩
先
生
（
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
）
の
発
表

の
中
で
、
当
協
議
会
か
ら
保
険
適
用

要
望
書
を
提
出
し
た
２
品
目
の
薬
剤

の
審
査
進
展
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

○
ホ
ス
カ
ル
ネ
ッ
ト
ナ
ト
リ
ウ
ム

（
Ｆ
Ｃ
Ｎ
）・
抗
サ
イ
ト
メ
ガ
ロ
ウ
ィ

ル
ス
剤

○
ミ
コ
フ
ェ
ノ
ー
ル
酸
モ
フ
ェ
チ
ル

（
Ｍ
Ｍ
F
）・
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
抑
制
剤

　

右
記
の
２
品
目
に
つ
い
て
、
簡
便

化
さ
れ
た
公
知
申
請
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
、
ま
た
、
Ｆ
Ｃ
Ｎ
は
本
年
春

〜
夏
承
認
の
見
込
み
が
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

こ
の
際
、
福
田
先
生
よ
り
当
協
議

会
か
ら
の
要
望
な
ら
び
に
民
主
党　

斉
藤
進
衆
議
院
議
員
が
厚
生
労
働
委

ド
ナ
ー
登
録
の
都
道
府
県
格
差

　
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
会 

in
大
垣

　「
育
む
い
の
ち
」準
備
中
で
すＧ

ｉ
ｆ
ｕ
な
ど
、
地
域
で
活
動
す
る

多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
頂
い
て
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
大
垣
へ
来
て
い

た
だ
い
た
方
を
歓
迎
す
る
た
め
、
企

業
協
賛
や
、
も
て
な
し
参
加
店
を
募

集
す
る
な
ど
、
皆
様
に
満
足
頂
け
る

大
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

水
の
都
、
大
垣
へ
皆
様
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
６
月
４
日
（
土
）

◎
全
国
骨
髄
バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
会 

in 

大
垣　

13
：
00
〜
16
：
30

（
大
垣
市
ス
イ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー　

文
化
会
館　

文
化
ホ
ー
ル
）

　

記
念
式
典
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
ほ
か

◎
懇
親
会　

17
：
30
〜
20
：
00

（
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
・
会
費

5
0
0
0
円
）

■
6
月
５
日
（
日
）

　

◎
全
国
協
議
会
総
会
・
代
表
者
会

議
（
大
垣
市
ス
イ
ト
ピ
ア
セ
ン
タ
ー

　

学
習
館　

ス
イ
ト
ピ
ア
ホ
ー
ル
）

　
移
植
関
連
合
併
症
治
療
薬
の
保
険
適
応
に
進
展

員
会
で
取
り
上
げ
て
頂
い
た
こ
と
等

が
、
進
展
に
少
な
か
ら
ず
貢
献
が

あ
っ
た
の
で
は
、
と
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
承
認
に
よ
っ
て
、
現
在

２
〜
３
割
あ
る
移
植
関
連
合
併
症
死

が
減
少
し
、
移
植
後
生
存
率
が
向
上

す
る
標
準
的
治
療
法
が
一
日
も
早
く

確
立
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
で
、
移
植

成
績
向
上
を
目
指
し
た
各
種
研
究
が

熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

大
変
心
強
く
感
じ
る
と
と
も
に
、
今

後
も
注
目
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。�

（
溝
口
）

　

２
月
５
日
〜
６
日
、
ピ
ュ
ア
リ

テ
ィ
ま
き
び
（
岡
山
県
岡
山
市
）
に

て
総
勢
33
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
非
血
縁
者
間
の
末
梢

血
幹
細
胞
移
植
の
実
施
を
目
前
に
し

て
い
る
中
で
、
医
療
従
事
者
の
小
林

孝
一
郎
氏
、
財
団
・
地
区
普
及
広
報

委
員
の
広
畑
紀
子
氏
、
臍
帯
血
、
末

梢
血
移
植
を
経
験
し
た
方
々
の
そ
れ

ぞ
れ
違
っ
た
立
場
か
ら
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
そ
し
て
当
協
議
会
の
野
村

副
会
長
か
ら
は
「
わ
が
国
の
法
整
備

に
視
点
を
置
い
た
ア
メ
リ
カ
造
血
細

胞
バ
ン
ク
事
情
今
昔
」
と
い
う
発
表

も
な
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
が
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
試

み
に
対
し
て
の
疑
問
点
等
を
シ
ェ
ア

す
る
よ
い
機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

二
日
目
は
、
参
加
者
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク
。
特
に
今
後
を
担
う
若
い
世

代
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
を
ど
う
す

る
か
、
法
的
な
裏
付
け
の
な
い
骨
髄

バ
ン
ク
事
業
な
の
で
、
隣
同
士
の
県

で
も
事
業
に
対
し
て
の
意
識
レ
ベ
ル

の
差
異
が
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と

の
二
点
が
主
な
テ
ー
マ
で
し
た
。
骨

　
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
報
告

笑
顔
に
見
守
ら
れ

銀
座
で
あ
や
ち
ゃ
ん
展
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病
に
打
ち
勝
て
！

い
つ
の
日
か
Ｗ
杯
を
！

岐阜

会
長

骨髄バンクの最新情報をお知らせする�───────────────────────────�骨髄バンク NOW
●非血縁者間末梢血幹細胞移植診療
科・採取認定施設について
　3施設が新たに認定を受け、これま
でに認定された施設は19施設となりま
した。なお、認定施設については、財
団のホームページ「患者さんへ」の「移
植認定病院」および「ドナー登録され
ている方へ」の「面談施設一覧」でご
覧いただけます。
　また、現在ごく少数ではありますが
PBSCT選択可能なコーディネートが
進行しています。

●HLA再検査の一部実施漏れについて
　ドナーの取違えを防止するため、採
取／移植前に実施している再検査がコ
ンピュータープログラムの過誤により
一部実施もれになったことが判明しま
した。速やかにその再検査を実施し、
点検を行った結果、ドナーの方の人違
いは無く患者さんに影響がなかったこ
とを確認しました。なお、検査実施
もれの再発を防ぐべくコンピューター
プログラムの改修も即時に実施しまし

た。
※詳細はプレスリリースをご覧下さ
い http://www.jmdp.or.jp/about_us/
publishing/pressrelease.html

●日本造血細胞移植学会総会＆コー
ディネーターブラッシュアップ研修会
　3月9日（水）・10日（木）の2日に
わたり、愛媛県松山市の愛媛県県民文
化会館（ひめぎんホール）で「第33回
日本造血細胞移植学会総会」が開催さ
れます。10日（木）には第二会場のサ
ブホールで「Memorial＆Survivor ship 
〜あの時、こんな想いがあった。そし
て今を生きる〜」をテーマに市民公開
講座も開催され、こちらは一般の方も
無料でご参加いただけます。
※詳細は学会のホームページをご覧
下 さ い　http://www.congre.co.jp/
jshct2011/index.html
　また、学会に併せて3月10日（木）・
11日（金）の2日間、「第16回コーディ
ネーターブラッシュアップ研修会」が
開催されます。研修会では末梢血幹細

胞移植に関する講義や、コーディネー
ションスタッフの活動報告、コーディ
ネート事例検討などを実施する予定で
す。

●LIVE FOR LIFEの病院訪問
　2月14日、LIVE FOR LIFE美奈子基
金の副理事長、高杉敬二さんと特別顧
問、工藤美枝子さん（本田美奈子さん
のお母様）が国立成育医療センター（東
京都世田谷区）を訪問しました。
　LIVE FOR LIFE美奈子基金は、白血
病で亡くなった本田美奈子さんの遺志
を継いで活動を続けています。今回は、

患者さんに使って頂くため、本田美奈
子さんの「オモイ」を「カタチ」にし
たバンダナやオルゴールなどを贈呈し
ました。バンダナは、本田美奈子さん
が白血病で入院していた時に着用して
いたことから、LIVE FOR LIFEが患者
さんを励ますために製作したもので、
本田美奈子さんが好きだった四つ葉の
クローバーと「アメイジング・グレイ
ス」の歌詞がデザインされています。
昨年も2箇所の施設にバンダナを贈呈
しており、今後も継続して行う予定で
す。

《財団マンスリー JMDP（2月15日発行）より抜粋》

注）数値は速報値のた
め次月以降に訂正され
ることがあります。
*1）17年3月 〜　*2）
51歳以上ドナーの延長
数　*3）51歳 以 上 ド
ナーの新規登録数　*4）
17年9月〜

■1月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 978人、献血併行型集団登録会／ 1,698人、
　集団登録会／ 117人、その他／ 60人

◆日本骨髄バンクの現状（平成22年1月末現在）
 12月 1月 現在数 累計数
ドナー登録者数 2,952 2,853 377,704 490,964
患者登録者数 256 234 2,937 32,125
骨髄移植例数 82 94 − 12,592
20歳未満ドナー登録者 − 131 14,152*1 −
51歳以上ドナー 323*2 124*3 21,480*4 −

　

末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の
こ
と
を
多

く
の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
１

月
22
日
鹿
児
島
県
血
液
セ
ン
タ
ー
で
、

行
政
、
日
赤
、
か
ご
し
ま
骨
髄
バ
ン

ク
推
進
連
絡
会
議
メ
ン
バ
ー
を
は
じ

め
、
一
般
の
方
々
の
参
加
者
も
得
て
、

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

  

財
団
の
調
整
医
師
で
当
会
の
顧
問

で
も
あ
る
宇
都
宮
與
先
生
が
、
映
像

を
使
っ
て
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の
実

際
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
医
師
の
臨
床
で
の
お

話
は
大
変
た
め
に
な
り
ま
し
た
。
末

梢
血
幹
細
胞
移
植
の
こ
と
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

Ｇ
–
Ｃ
Ｓ
Ｆ
投
与
を
受
け
た
ド

ナ
ー
体
験
者
の
講
演
も
、
興
味
深
く

有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
を
受

け
元
気
に
復
職
で
き
た
と
い
う
一
般

参
加
の
元
患
者
さ
ん
の
飛
び
入
り
講

演
も
あ
り
、
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
話
を
聞
く
こ
と

が
で
き
た
研
修
会
で
し
た
。（
大
田
）

　

次
回
大
会
が
秋
に
予
定
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
が
、
患
者
さ
ん
が
元
気

を
取
り
戻
し
フ
ィ
ー
ル
ド
に
復
帰
出

来
る
姿
が
闘
病
中
の
患
者
さ
ん
の
励

み
と
な
る
様
に
、
ま
た
各
種
ド
ナ
ー

バ
ン
ク
へ
の
理
解
を
求
め
る
新
た
な

啓
発
の
第
一
歩
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。�

（
中
野
）

　

大
会
を
終
え
た
京
極
さ
ん
か
ら
コ

メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

「
マ
ス
コ
ミ
に
も
多
く
取
材
い
た
だ

き
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
、今

も
闘
病
中
の
患
者
さ
ん
に
、『
病
と
闘

う
勇
気
と
克
服
す
る
希
望
』
を
届
け

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。今
回
、骨
髄
移
植
を

受
け
た
元
患
者
さ
ん
が
３
名
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。今
後
開
く
大
会
に
、

移
植
を
受
け
て
元
気
に
な
っ
た
仲
間

に
一
人
で
も
多
く
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
」

を
与
え
て
も
ら
っ
て
い
る
、〝
何
か

し
た
い
〟で
は
な
く
、〝
何
か
し
て
も

ら
っ
て
い
る
ん
だ
〟
と
強
く
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。人
さ
ま
の
役

に
立
ち
た
い
な
ん
て
、恐
れ
多
い
事
。

自
分
自
身
で
出
来
る
こ
と
、
私
に
出

来
る
こ
と
、
そ
こ
か
ら
始
め
れ
ば
い

い
。〝
必
要
と
さ
れ
る
喜
び
〟
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
知
っ
た
よ

う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
こ
と
、

学
ん
だ
こ
と
を
ど
れ
ほ
ど
活
か
せ
る

か
不
安
で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
事
に

も
粘
り
強
く
取
り
組
み
、
や
り
遂
げ

る
こ
と
を
身
上
と
し
て
い
ま
す
。全

て
に
お
い
て
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
指
導
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

自
費
出
版
で
作
成
さ
れ
た
患
者
さ

ん
の
闘
病
記
を
よ
く
頂
く
。
私
は
患

者
で
も
患
者
家
族
で
も
な
い
の
で
、

み
な
さ
ん
の
壮
絶
な
闘
い
を
知
る
こ

と
で
、
お
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と

が
出
来
れ
ば
…
…
と
勉
強
さ
せ
て
頂

く
気
持
ち
で
読
ん
で
い
る
。

　

今
回
届
い
た
本
は
ち
ょ
っ
と
違
っ

た
。
ド
ナ
ー
に
な
っ
た
方
が
執
筆
さ

れ
た
本
だ
っ
た
。
で
も
体
験
記
で
は

な
い
し
自
費
出
版
で
も
な
か
っ
た
。

『
友
引
寄
席
』（
幻
冬
舎
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
新
書
）
は
葬
祭
業
界
か
ら
落
語

業
界
へ
転
職
さ
れ
た
経
験
を
生
か
し
、

落
語
の
演
目
に
な
ぞ
ら
え
て
、
葬
儀

の
常
識
や
非
常
識
に
つ
い
て
読
み
や

す
く
書
か
れ
て
い
た
。「
へ
ぇ
ー
そ

う
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
」
と
、
何

度
つ
ぶ
や
い
た
こ
と
か
。
見
よ
う
見

ま
ね
で
行
っ
て
い
た
「
所
作
仕
草
」

の
意
味
を
、
こ
の
歳
で
初
め
て
知
っ

た
。
ド
ナ
ー
経
験
し
た
時
の
様
子
も

最
後
の
章
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、

「
プ
チ
体
験
記
」と
い
っ
た
趣
も
あ
る
。

　

ご
本
人
は
「
患
者
さ
ん
ら
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
る
組
織
で
も
あ
り
、『
縁

起
で
も
な
い
』
と
気
を
悪
く
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
遠
慮
な
さ
れ
る

が
、
今
更
改
め
て
聞
け
な
い
、
大
切

な
こ
と
が
た
く
さ
ん
書
か
れ
て
い
た
。

ド
ナ
ー
に
な
っ
た
思
い
、
周
囲
の

方
々
の
反
応
も
書
か
れ
、
骨
髄
バ
ン

ク
、
骨
髄
移
植
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
だ
く
、
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
に
も

な
る
だ
ろ
う
。
図
書
館
に
置
い
て
頂

い
た
ら
、「
落
語
の
本
だ
と
思
っ
て

読
ん
だ
ら
、
骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い
て

知
っ
ち
ゃ
っ
た
」
っ
て
こ
と
に
な
る
。

　

色
々
な
形
で
の
啓
発
活
動
が
あ
る

の
だ
な
ぁ
と
し
み
じ
み
感
じ
た
夜

だ
っ
た
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
一
読
を
…
…
。

　

2
0
0
9
年
早
春
の
時
期
に
全
国

各
地
に
1
1
1
本
植
樹
さ
れ
た
、「
骨

髄
移
植
1
万
例
・
さ
い
帯
血
移
植

5
千
例
達
成
記
念
」
の
あ
り
が
と
う

サ
ク
ラ
。

　

ふ
た
夏
が
過
ぎ
、「
そ
ろ
そ
ろ
花
を

つ
け
る
も
の
が
出
て
く
る
」
と
い
う

ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
、「
記
念
植
樹
ス

タ
ー
ト
地
だ
っ
た
沖
縄
県
庁
の
サ
ク

ラ
が
咲
く
か
も
？
」と
、野
村
副
会
長

が
沖
縄
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
も
う

若
葉
を
広
げ
て
い
る
段
階
で
し
た
。

　

植
樹
か
ら
２
年
近
く
が
経
過
し
ま

し
た
が
、
ま
さ
に
造
血
細
胞
移
植
と

一
緒
で
、
移
植
後
、
生
着
は
し
た
け

れ
ど
、
幹
肌
に
貝
殻
虫
が
つ
い
て
い

た
り
、
厳
し
い
環
境
で
成
育
不
全

今
月
の

共
催
イ
ベ
ン
ト

末
梢
血
研
修
会
開
催

元
患
者
、飛
び
入
り
で
講
義
も

鹿児島県鹿児島市
　

幼
い
頃
か
ら
プ
ロ
選
手
に
な
る
こ

と
を
夢
見
て
単
身
ブ
ラ
ジ
ル
へ
。
帰

国
後
、
急
性
骨
髄
白
血
病
を
発
病
し
、

今
も
闘
病
生
活
を
続
け
る
岐
阜
県
可

児
市
の
京
極
健
一
さ
ん
が
、
サ
ッ

カ
ー
留
学
で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し

骨
髄
移
植
の
経
験
者
に
よ
る
「
移
植

者
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。

　

闘
病
者
に
希
望
と
目
標
を
、
そ
し

て
移
植
者
Ｗ
杯
開
催
を
願
い
、
国
内

で
の
第
一
回
大
会
が
、
２
月
12
日
に

名
古
屋
市
港
区
の
大
洋
薬
品
オ
ー

シ
ャ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

骨
髄
移
植
に
よ
っ
て
病
を
克
服

し
た
元
患
者
さ
ん
や
家
族
の
皆
さ

ん
、
ド
ナ
ー
さ
ん
、
医
療
関
係
者
ら

多
く
が
参
加
し
、
会
場
を
ホ
ー
ム
ア

リ
ー
ナ
と
す
る
名
古
屋
オ
ー
シ
ャ
ン

ズ
の
北
原
亘
選
手
も
プ
レ
ー
に
加
わ

り
、
巧
み
な
パ
ス
に
歓
声
が
沸
き
立

つ
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
内
で
は
啓
発
活
動
に
合
わ
せ

て
お
楽
し
み
抽
選
会
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
京
極
さ
ん
自
身
も
患
者
の
ひ
と

り
と
し
て
支
援
を
受
け
た
「
佐
藤
き

ち
子
患
者
支
援
基
金
」
へ
の
募
金
も

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

空
気
に
春
の
温
か
さ
を
感
じ
た
２

月
21
日
、
今
年
も
愛
知
県
岡
崎
市
の

甲
山
中
学
校
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

甲
山
中
で
は
長
年
に
渡
り
生
徒
が
一

丸
と
な
り
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
に
取
り

組
み
、
収
益
金
を
ご
寄
付
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
年
、
回
収
し
た
ア
ル

ミ
缶
は
１
３
９
１
１
５
缶
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
生
徒
数
は
7
5
6
名
で

す
。
な
ん
と
、
一
人
当
た
り
の
平
均

は
１
８
０
缶
余
り
に
も
及
び
ま
す
。

　

そ
し
て
、
回
収
レ
ー
ト
は
経
済
状

況
に
左
右
さ
れ
、
世
相
も
反
映
し
ま

す
。
一
人
一
人
の
力
を
携
え
れ
ば
、

大
き
な
力
に
な
る
こ
と
、
そ
れ
が
社

会
の
助
け
に
な
る
こ
と
、
ま
た
、
経

済
状
況
の
差
か
ら
く
る
一
喜
一
憂
の

感
覚
…
…
等
々
、
生
徒
さ
ん
の
み
な

ら
ず
、
私
た
ち
大
人
も
学
び
取
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。
教
職
員
の
方
々
の

ご
指
導
に
も
心
か
ら
感
謝
し
、
生
徒

さ
ん
の
将
来
に
幸
あ
れ
、
と
温
か
い

気
持
ち
で
甲
山
中
を
あ
と
に
し
ま
し

た
。
甲
山
中
の
皆
様
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！�

（
大
谷
）

の

　

は
じ
め
ま
し
て
！　

こ
の
度
ご
縁

が
あ
っ
て
全
国
協
議
会
に
お
世
話
に

な
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
新
本
久

恵
（
に
い
も
と　

ひ
さ
え
）
と
申
し

ま
す
。
紙
面
を
お
か
り
し
て
、
自
己

紹
介
と
抱
負
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
し
ば
し
お
付
き
合
い
く
だ

さ
い
。

　

今
で
は
東
京
で
の
暮
ら
し
の
方
が

長
く
な
り
ま
し
た
が
、生
ま
れ
・
育
ち

は
兵
庫
県
で
す
。一
つ
年
上
の
夫
と
、

6
歳
に
な
る
愛
犬
の
３
人
暮
ら
し
。

ビ
ー
ト
ル
ズ
と
太
宰
治
、前
田
慶
次
、

ジ
ャ
ッ
ク
・
レ
モ
ン
を
こ
よ
な
く
愛

し
、
未
だ
に
フ
ィ
ル
ム
を
用
い
て
の

写
真
撮
影
を
し
た
り
、
時
に
レ
コ
ー

ド
に
針
を
落
と
し
R
o
c
k
を
聴
く

ア
ナ
ロ
グ
人
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　

全
国
協
議
会
に
採
用
し
て
い
た
だ

く
以
前
は
、
犬
・
猫
の
美
容
師
、
食

品
添
加
物
の
分
析
、
事
務
、
書
籍
編

集
等
々
…
と
多
様
な
職
種
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、恐
れ
多
く
も「
人
さ
ま
の
お

役
に
立
ち
た
い
」
と
い
う
想
い
が
強

く
、〝
何
か
し
た
い
〟と
い
う
気
持
ち

は
日
に
日
に
募
り
、
そ
ん
な
想
い
は

い
つ
し
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
い

き
つ
き
ま
し
た
。介
護
支
援
、ホ
ス
ピ

ス
で
の
お
手
伝
い
、
動
物
園
で
の
説

明
員
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
い
ろ
ん

な
人
と
触
れ
合
い
、
い
ろ
ん
な
こ
と

だ
っ
た
り
と
、
Ｇ
Ｖ
Ｈ
Ｄ
と
の
闘
い

の
よ
う
に
、
一
進
一
退
を
繰
り
返
し

な
が
ら
成
長
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

仕
事
や
ド
ナ
ー
登
録
会
で
近
く
に

行
っ
た
時
に
は
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ

た
り
、
通
院
の
時
に
は
病
院
の
敷
地

に
移
植
さ
れ
た
サ
ク
ラ
に
も
会
い
に

行
っ
た
り
と
、
皆
さ
ん
何
か
と
気
に

か
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
本
当
に

嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

時
間
は
か
か
っ
て
も
、
い
つ
の
日

か
必
ず
つ
ぼ
み
を
つ
け
、
美
し
く
開

花
し
て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

各
地
で
移
植
さ
れ
た
サ
ク
ラ
の
様

子
を
報
告
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。「
こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し

た
よ
」
と
、
お
写
真
や
コ
メ
ン
ト
を

是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

患者会「しらたま」と共にスクスクと育つ
帝京大学医学部附属病院（東京）のサクラ

求む！
ありがとうサクラ

便り

いろいろな仕事をやっていました。

　

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
す　
　
新
事
務
局
員
自
己
紹
介


